
 

大池公園さくら再生ワークショップニュース No.２ 

第２回ワークショップ 2021/1/30（土）ＡM9:30～12:00 

『大池公園のさくらの将来像について区域ごとに考える』 参加者 1２名 

□大池公園（東海市中央町三丁目､面積約 24.8ha）は 1973 年（昭和 48 年）に緩衝緑地として開園。さくらの名所
として毎年春にはソメイヨシノが咲き誇り､最近ではライトアップも行われ花見の名所となっていますが、開園後約
50 年が経過し、ソメイヨシノの老木化が目立ってきました。 

□『大池公園さくら再生ワークショップ（50 年後に引き継ぐ大池公園のさくら）』では､このソメイヨシノをこの先も
楽しめるように維持し次世代に引き継いでいくとともに､大池公園にさくらの名所としての魅力を付加し､再生させ
ることを目指しています。 

□現在、皆でソメイヨシノの手入れや再生の計画づくりを行っていくワークショップが進行中です。今年度あと１回､
3 月 27 日<土>開催予定ですので、是非ご参加下さい。 

令和 2 年度ワークショップ全体スケジュール 

第２回ワークショップ【2021 年１月 30 日（土）】 
『大池公園のさくらの将来像について区域ごとに考える』 

・大池公園の気になるところ､ダメなところ､こんなことがしたい 

・意見交換に基づく現地散策～課題の再発見～ 

・さくらを守る技術を学ぶ（支障木の剪定） 

第 1 回ワークショップ【11 月 28 日（土）】 
『大池公園のさくらを診(み)て、学び、考える』 

・さくら現況調査及びアンケート結果の説明 

・樹木医とさくらを診みて歩く（生育状況、環境） 

・さくらを守る技術を学ぶ（診断と手入れ<施肥･剪定>） 

・参加者の意見交換～大池公園のさくらの将来像について考える

済 

済 

第３回ワークショップ【2021 年３月 27 日（土）】 
『大池公園のさくらの開花状況を確認しよう』（予定） 

・樹木医とさくらの開花を診(み)て歩く 

・さくらを守る技術を学ぶ（手入れ３回目） 

・令和 2 年度ワークショップまとめと令和 3 年度の取組の確認 

ワークショップとは･・・ 
参加された住民の皆さんの意見交換により大池公園の手入れや再生
計画を決めていく会合です。作業や自由な話合いをして頂きながらア
イデアをまとめていき、市は結果を計画に反映し実施していきます。 

樹木医とさくらを診て歩く 

第２回ワークショップでは､参加者の皆さんから大池公園の①これ
からも残したい（お気に入り）区域、②つくりなおしたい（ダメな
ところ）区域、③その他（こんなことがしたい）の区域を出してい
ただき、意見交換しました。その後、意見の多かった区域について
現地での意見交換も行い､どうしていくのが良いか話し合いまし
た。同時に、さくらを守る技術について、管理事務所前駐車場東側
のウスズミザクラと競合しているクロガネモチの枝の剪定を､樹木
医さんに解説いただき、作業を見学しました。 
ご参加の皆さんお疲れ様でした。 
参加者：応募市民、樹木医、事務局、東海市 

第 2 回さくらの将来像について現地で考えたところ 

会議室でのワークショップ １ 

さくらを守る技術を学ぶ 
（競合木の枝の剪定方法） 

２ ３ 

さくらを守る技術を学ぶ 
（治療木の現状の説明） 同左（剪定作業） 

２ 

４ 

シダレザクラの大
木（シンボルツリ
ー）の太枝の剪定後
状況（枯れ込み） 

現地見学ルート 

１ ２ 

３ 

４ 

６ 

５ 

池沿いの棒木化したソメイヨシノはより傷ん
だものから撤去し､土壌を入れ替え､新植する。

５ 

数多く出された意見 

数多く出された意見 

１ 

１ 

右（南）側が花火打ち上げ場所 

６ 

大田大池越しにさ
くらのゾーンが望
めると良い 

６ 



 

  

ワークショップの感想 

第１回参加者アンケートの回答 

次回からのワークショップで取組みたいこと 

その他気が付いた改善点 

第１回主な意見 
 

 

①これからも残したい､気に入っている区域 

・並木通り（西側池沿い） 

・展望の丘のエドヒガンザクラが良い 

 

②作り直したい（ダメな所を直したい）区域 

・彫刻の広場園路沿にヤエザクラを増やしたい 

・多目的広場南西池沿芝地に十月桜を増やしたい 

・芝生広場南の池周りの桜まつりのメインの場所

の老木を植替えて市民で見守っていきたい（池

沿いのさくらはあった方が良い。ガチョウの池

東側も新植できるのではないか。） 

 

③その他（こんなことがしたい等）区域 

・ライブカメラを俯瞰できる位置に設置 

・観光協会ＳＮＳ､施設管理協会メルマガで定期的

発信実施している 

・公園北側新ルートインから市役所までの散策が

期待できるので､さくらを増やして回遊性を高め

てはどうか 

第 2 回サクラの将来像についての主な意見 

さくらの品種について樹木医さんから説明 

ワークショップ問合先 
東海市都市建設部花と緑の推進課〒476-8601 東海市中央町一丁目 1 番地 
☎：052-603-2211Email：hanamidori@city.tokai.lg.jp 

 
 
・野生種と栽培種に分かれる（野生種は、原種

1１種<クマノザクラ含む＞） 

・エドヒガンザクラは野生種で長寿命 
・ソメイヨシノはエドヒガンとオオシマザク

ラの交配種 

・シダレザクラやウスズミザクラは元々エド
ヒガンザクラ 

・十月桜は開花が 10 月から 3 月、花が小さ

い､マメザクラとエドヒガンザクラの交配種

といわれている 
・一般的に野生種は丈夫で､エドヒガンが群を

抜き､山高神代桜（山梨県北杜市）は推定樹
齢 1,800 年とも 2,000 年とも言われるエ

ドヒガンザクラ（福島県の三春滝桜・岐阜県

の淡墨桜と並ぶ日本三大桜の一つ）､ただし

オオシマザクラは短命で傷みやすいが、繁殖
容易で成長が早い 

mailto:hanamidori@city.tokai.lg.jp

